
自社ビル（本社事務所
兼オフィス賃貸ビル）の取組

メトロ設計株式会社

代表取締役 小林 一雄

平成２３年６月１４日（火）
省エネセミナー



会社概要
• 昭和３９年の創業以来、主に地下鉄を中心とした鉄道施設、共同溝、
電線類の地中化、上下水道など地下構造物の設計を得意としてい
る土木・建築設計コンサルタント会社です。

東京メトロ 秋葉原駅エレベーター・エスカレーター つくばエクスプレス 三郷中央駅

横浜市営地下鉄4号線 センター北高架橋

東京メトロ 副都心線 雑司ヶ谷駅

千葉駅北口 電線類地中化 次世代電線共同溝イメージ図



省エネの取り組み
• ２０００年 ６月 自社ビルへ移転

– 照明器具は蛍光灯ダウンライト、Ｈｆ蛍光灯へ改装工事、家具用大型ＥＶ２基を人用２基に交換

• ２００１年 ６月 ＩＳＯ１４００１取得活動
– 昼休みの消灯、トイレの不使用時の消灯

– 電気使用量の削減目標設定

– エアコン設定温度の管理

• ２００２年 ６月 ＩＳＯ１４００１取得
– ブラウン管ディスプレイから液晶ディスプレイへ更新

– レーザープリンターから省エネタイプの複合機へ更新

• ２００６年 ６月 チーム・マイナス６％活動へ参加
– クール・ビズ、ウォーム・ビズの開始

• ２０１０年 ７月 クール・ネット東京の省エネ診断を受診

• ２０１０年 ８月 省エネルギー診断結果報告書を受領

• ２０１０年 ９月 省エネタイプの自販機に入替え

• ２０１０年１０月 ５Ｆの一部に直管型ＬＥＤ照明を試験的に導入

• サーバー群 Hyper-V仮想環境により台数大幅削減

• ２０１０年１１月 地球温暖化対策報告書提出、省エネルギー診断追加報告書を受領

• ２０１０年１２月 都内中小クレジット助成金申請

• ２０１１年 ３月 助成金交付決定、インキュベーションセンター・ベンチャーステージ上野
を新たな料金プランで運営スタート（節電すれば毎年共益費を下げる）

• ２０１１年 ６月 スーパークール・ビズの導入、OA機器の省エネモード設定



ビルの概要
平成１２年（２０００年）に現在の台東区下谷の自社ビル（９Ｆ建て）に移
転し、７階より下層をオフィス賃貸にしています。

• 延床面積 ２，０６３．７㎡

• 地上９階（ＳＲＣ造）

• 竣工年 １９６８年８月

• 大規模改修 ２０００年（平成１２年）
– エレベーター２基交換、床スラブ補強、Ｈｆ蛍光灯化

蛍光灯ダウンライト化、外壁塗装、内装工事

• 利用者数 平日約１００人、休日３０人

• 総エネルギー使用量 原油換算６７ｋＬ

（電気、上下水道のみ）

• 総ＣＯ２排出量 １０２ｔ－ＣＯ２



ISO14001の取得活動
• ISO9001とISO14001の品質・環境マネジメ
ントシステムの構築活動

– 昼休みの消灯、トイレの不使用時の消灯

– 電気使用量の削減目標設定

– エアコン設定温度の管理



チームマイナス６％活動
• クール・ビズ、ウォーム・ビズの開始

• エアコン設定温度の徹底



省エネ診断の受診
• 設備の老朽化に伴いビル全体の設備更新を検討して
いた時に、東京都の都内中小クレジットの事を知る。
要件としてESCO又はクール・ネット東京の省エネ診断
が必要であったためすぐに受診の手続き。

• 築年数が古く前オーナーから設備台帳等の引き継ぎ
資料がなかったため、空調設備・照明器具の銘板調
査、設備図面の作成が必要でした。



省エネ診断結果

• 運用改善３点、設備改善３点のご指摘をい
ただきました。

しかし、都内中小クレジットの助成金申請要件である設備改善によるCO2

削減率６％は超えているが、削減量１０ｔ／年を満たさず・・・・

設備名 対 策
CO２削減量

（t／年）

全体における

CO２削減率(%)

【運用改善】

空調設備 冷暖房設定温度の見直し ４．３ ４．２

給湯設備 給湯用電気温水器使用方法改善 ０．４ ０．４

自販機設備 省エネ型自販機の導入 ０．２ ０．２

合 計 ４．９ ４．８

【設備改善】

空調設備 高効率空調機器の導入 ７．５ ７．４

照明設備 8階会議室照明器具の更新 ０．１ ０．１

受変電設備 変圧器の更新 ０．９ ０．９

合 計 ８．５ ８．４

総 計 １３．４ １３．２



省エネ診断の修正依頼
• 空調機の更新は、設置後１０～１７年の機器が対象で
あった。

• 照明設備の更新は、一部の古い蛍光灯（既にＨｆ化し
ていたのでＨｆ化されていない機器のみ）の交換の提
案であった。

クール・ネット東京へ相談しに行き、更なる設備改善を
検討することによって都内中小クレジットの助成金申請
要件である設備改善によるＣＯ２削減量１０ｔ／年を満た
すことが判明。全ての空調機器の更新と白熱灯ダウン
ライトのＬＥＤ化、超高効率変圧器への更新をする内容
で診断結果報告書を作成していただくことに。



省エネ追加診断結果

• 設備改善について修正したものを追加報
告書としていただきました。

修正申告等、報告書の手続きが必要であったため１回目の都内中小クレ
ジットの申請には間に合わず２回目に申請することにしました。

設備名 対 策
CO２削減量

（t／年）

全体における

CO２削減率(%)

【設備改善】

空調設備 高効率空調機器の導入（１） ７．８ ７．６

照明設備 8階会議室照明器具の更新 ０．１ ０．１

受変電設備 変圧器の更新 ２．１ ２．１

空調設備 高効率空調機器の導入（２） ４．４ ４．３

照明設備 ダウンライトのLED化 ２．８ ２．７

合 計 １７．２ １６．９

総 計 ２２．１ ２１．７

６％超１０ｔ超



運用改善の取り組み

• 冷暖房の設定と、電気温水器
の使用方法の改善については
当社内では以前から取り組ん
でいるものでした。

• しかし、省エネ診断時に入居
テナントでは、窓を開けたまま
のエアコン使用、設定温度２０
度以下のフロアもありました。

入居テナントとの協力が不可欠。
今後積極的に働きかけていく予定です。



自販機の入替
• 省エネ診断の運用改善提案による省エネ化

更新前 2004年製 富士電機リテイルシステム（株）製
年間消費電力 1,778kwh（カタログ値）

更新後 2010年製 サンデン製
年間消費電力 910kwh（カタログ値）

年間で約49%の電力消費削減、約15,000円の経費削減



サーバーの仮想化
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直管形LED照明の導入
• 直管形LED照明を試験的に導入

– 事務所・会議室の照度を調査した結果、
850~1,450ルクスと一部は過剰な明るさ。

– 一般的に照度が落ちると言われているので５F

の事務室に試験的に導入中。

高効率32W Hf蛍光灯
（45W×2本＝90W）

床上約1m 約1030ルクス

蛍光灯型LED照明
（20W×2本＝40W）
床上1m 約980ルクス

全光束 1,500 lm/本
発光効率 75 lm/W
寿命 4万時間以上

消費電力５５％削減可能！ でも助成対象外だった・・・



地球温暖化報告書の提出
• 東京都環境局のホームページからダウンロー
ドした作成ツールに必要事項を入力して提出



助成金の申請
• ビル管理会社と協力して、申請に必要な竣工図、設備配置図、
機器の台帳、改修後の図面、参考見積り依頼を行いました。

• クール・ネット東京に何回か相談をしながら交付金の申請書を
作成し年末に提出。



助成金の交付決定
• ３月末に交付決定されました。

• しかしながら、東日本大震災の影響で空調機器
の納期の目途が立たず工期については大幅な
見直しが必要となり現在、計画変更手続きも含
め事業開始手続きの準備中です。

交付決定を機に入居テナントに省エネ・節電を呼び
掛けるポスターを掲示しています。

改修予定の空調機室外機 ビル竣工時のままの変圧器



使用電力量の変遷

ISO14001取得活動期
テナント入居率低迷期

取得熱冷める？停滞期
テナント入居率上昇

チームマイナス６％活動開始

ISO14001取得

経費削減のため省エネが進む
テナント入居安定期

自社使用フロア縮小
複合機２台省エネ化



使用電力量の推移（当社）

省エネ診断後は、過去９年間の最低使用量を下回る削減を
達成している月もある。



使用電力量の推移（全館）

当社の使用量は減尐傾向であったがビル全体では依然として平均
値より高め。1月の使用量は最高値であった。

省エネ診断のご指摘にもあったように今後はテナントと協力した省
エネへの取り組みが必要だと思います。

大震災発生後、1カ月間
ＥＶ1基の運転停止。共用
部の照明を消灯など節電
を呼びかけした結果か？



震災後の節電対策

• ３月１１～１３日は、余震も
あり安全の為エレベーター
２基とも運転を停止。１４日
以降は約１カ月間節電のた
め２基中１基の運転を停止
しました。

• 共用廊下部の照明につい
ても消灯しました。

その結果、３月の電気料金は大幅に削
減ができました。省エネ診断のご指摘で
もエレベーターの夜間休日運転中止の
ご提案もあったので今月から恒常的に
夜間の運転を停止することにしました。



PCの節電プログラム導入
• 節電プログラムを導入しPCの消費電力を
約３０％削減



最大需要電力の管理
• 契約電力は、当月を含む過去１年間の各月の最
大需要電力のうちで最も大きい値となります。 た
だし、電気使用開始から１年間の各月の契約電力
は、電気使用開始月からその月までの最大需要
電力のうち最も大きい値となります。

• 最大需要電力（デマンド）とは？
– お客さまがご使用された電力を30分毎に計量し、そのう
ち月間で最も大きい値を最大需要電力といいます。この
値は、同時にお使いになる負荷設備が多いほど、大きく
なります。（ＴＥＰＣＯ ＨＰより）

つまり使用する電気製品のピークをずらすことで契約電力を
下げることができる。（例：空調機や照明のスイッチをフロア
ごとに時間差でＯＮにするなど）



スーパークールビズの導入
• 環境省の提唱しているスーパークールビズを接客など
がない従業員については基本的に認めることにした。



都内中小クレジットガイドラインの改定

• H２３年4月に「東京都中小規模事業所省エネ促進・クレジット
創出プロジェクト」に関係する「都内中小クレジット」のガイドラ
インが改正されました。

• 第3回の申し込みで当社では申し込みできなかった設備の更
新に対する助成も全てOKとなっています。

【概要】

①直管型LED照明の器具交換や冷凍ショーケース導入等の削
減対策項目が追加されました。

②高効率パッケージ形空調機やHf蛍光灯などの更新周期（設
置後18年度以内等）の条件が緩和されました。

※詳細は、「都内中小クレジット算定ガイドライン」（平成23年度4
月版）をご覧ください。東京都環境局のホームページで確認
できます。



直管形ＬＥＤ照明化の効果
• 第2回の申請では助成対象ではありませんでしたが、全館の直管蛍

光灯（約５００本）を全てＬＥＤに更新した場合の効果をシミュレーショ
ンした結果です（当社試算）。その結果、蛍光灯のみを更新するだけ
でも都内中小クレジットの助成交付要件を満たしています。

設備名 対 策
CO２削減量

（t／年）

全体における

CO２削減率(%)

【設備改善】

照明設備 Ｈｆ蛍光灯の直管形ＬＥＤ化 １０．５ １０．３

～ もしも関東の事務所ビルの蛍光灯を全てＬＥＤ化した場合の試算例 ～
40Wの蛍光灯を20WのLEDに置換→ ▲20W=0.02KW
関東に3億本と推定（蛍光灯器具の国内出荷統計等より）
3億本×0.02KW=600万KW（福島第一原発発電量相当）の削減が可能

６％超１０ｔ超

計469.6万ｋＷ

（TEPCO HPより抜粋）

費用対効果 10.5／（8,500÷1,000) = 1.2t-CO2/百万円･年 （今回申請した全対策のほぼ倍の効果）



最後に

今後都内中小クレジットの創出に向け助成プロジェク
トの遂行と更なる省エネに向けて取り組んでまいりま
す。「省エネ診断」から「中小クレジット創出ＰＪの助成
金申請書」の提出等、クール・ネット東京の皆様には
大変お世話になりました。親切にご指導いただきあり
がとうございました。

この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。

ありがとうございました。

会場の皆様、ご清聴いただきありがとうございました。
発表の内容で、ご不明な点・質問などございましたら下記までご連絡下さい。
E-mail:   soumu@metro-ec.co.jp


